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斗

昭和 31年度予算

去
る
三
月
定
例
市
議
会
で
は

十
九
日
の
議
会
再
会
に
よ
る
一

般
質
問
に
引
き
続
き
、
二
十
日

か
ら
各
委
員
会
に
於
て
審
議
中

で
あ
っ
た
昭
和
三
十
一
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
十

六
日
の
本
会
議
に
於
て
原
案
通

り
可
決
さ
れ
た
。

向
昭
和
三
十
一
年
度
魚
津
市

の
予
算
に
対
す
る
市
長
の
説
明

の
要
旨
並
び
に
予
算
の
大
略
は

次
の
通
り
で
す
。

市
長
説
明
要
旨

市
制
後
四
ヶ
年
を
経
過
し
た

が
其
の
問
、
合
併
市
町
村
の
共

通
の
問
題
と
し
て
、
限
ら
れ
た

・
1
・
財
源
の
枠
内
で
、
各
地
区
の
要

4
町
一
望
す
る
事
業
の
実
施
等
困
難
な

一
問
題
に
遭
遇
し
た
が
、
議
会
や

一
市
民
の
協
力
で
こ
の
短
期
間
内

一
に
教
育
施
設
や
土
木
、
交
通
等

bEF
一
各
般
に
亘
り
要
望
の
大
部
分
を

s，
一
処
理
出
来
、
市
将
来
の
発
展
の

一
た
め
慶
賀
に
堪
え
ず
感
謝
し
て

一
い
る
。

'
一
昭
和
三
十
年
度
は
、
先
づ
出

自
購
一
張
所
の
改
組
と
市
金
庫
の
設
置

一
に
よ
っ
て
、
事
務
の
簡
素
化
と

一
能
率
の
増
進
を
計
り
つ
L
経
費

一
の
節
減
を
図
っ
た
。

一
土
木
事
業
に
つ
い
て
は
都
市

一
計
画
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

・

一
経
団
漁
港
の
修
築
及
び
角
川
尻

一
漁
港
の
拡
充
整
備
と
併
せ
、
年
，

一
来
の
計
画
に
基
き
実
施
し
て
い

川
げ
一
る
0

・災
害
土
木
復
旧
事
業
及
び

訂
肝
一
農
林
災
害
復
旧
事
業
は
政
府
の

別
物
一
政
策
の
影
響
を
受
け
未
だ
完
成

均
煩
一
の
域
に
至
つ
て
な
い
が
、
常
に

万
部
一
関
係
先
に
訴
え
早
期
完
成
に
意

和

三

一

・

を

用

い

て

い

る

。

-

河
川
市
一
上
水
道
は
完
成
に
極
力
事
業
一

一
を
進
め
て
い
る
が
、
日
尾
、
東
一

一
城
の
簡
易
水
道
の
完
成
と
相
侠
一

一
ち
天
神
に
も
設
置
を
み
た
。
一

一
教
育
施
設
は
住
吉
、
本
江
、
一

一
両
校
の
第
一
期
工
事
及
び
経
由
一

)
一
加
積
、
片
貝
、
東
部
中
学
、
西
一
・

叶
一
布
施
分
校
も
夫
々
一
竣
工
間
近

-
U
W
 

報広

児
童
福
祉
施
設
と
し
て
道
下

第
二
保
育
所
及
び
住
宅
の
建
設

は
着
々
工
事
を
進
め
て
い
る
。

保
健
衛
生
施
設
は
北
陸
三
県

唯
一
の
労
災
病
院
が
近
く
工
事

に
着
工
さ
れ
る
予
定
で
市
民
の

利
用
に
解
放
さ
れ
る
。

農
業
に
つ
い
て
は
農
業
指
導

所
の
設
置
に
よ
っ
て
技
術
の
向

上
と
相
候
ち
生
産
の
増
強
に
稗

益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
信

ず
る
。昭
和
三
十
一
年
度
予
算
の
編

成
に
当
り
、
最
も
意
を
致
し
た

点
は
、
財
政
の
健
全
性
と
牧
支

の
均
衡
を
保
持
し
.な
が
ら
、
産

業
を
振
興
し
、
市
民
経
済
力
の

培
養
を
図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

地
方
財
政
は
現
行
財
政
制
度

の
枠
内
に
お
い
て
運
営
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
市
政
執

行
の
責
任
も
と
し
て
最
も
苦
慮

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

施
策
の
第
一
は
、

都
市
計
画
街
路
事
業
に
よ
る

交
通
路
の
整
備
で
あ
る
。

第
二
は
、

魚
津
駅
を
中
心
と
す
る
土
地

区
画
整
理
に
よ
る
市
街
地
造
成

計
画
の
推
進
で
あ
る
。

歳

市 税

地方交付税

公営企業及び財産牧入

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

寄附金

繰越金

雑牧入

市 債

歳入合計

第とよを施 第る教育たなて興 第の強 第たて 第進の 第
八でる拡策民七。育年い協はで教六増の漁五乙農農四 0 向治三
はあ建充の生は の学 0 力市あ育は加科港はと業業は 上山は
、る設強拡安 ー、 向級特に教る施、を学施、で指生、 と治
。事化充・定 上のによ育。設 図・的設 あ導産 土水
業 'しとの . を充公り委こに つ施の る所の 地に
を、失た 期実民そ員の社 た策拡 。の科 改併
推失業め 位に館の会こ会 こに充 充学 良せ
進業対社 付よの突とと教 とよと 実化 事農
子対策会 しり充をもに育 0 る水 をを . 業業
る策事保 て青実挙充つの 漁産 図期 の水
こに業障 い年 、とげ分い振 獲増 つし 推利

よ国う 縮止概の節 後に 情真 年にたでの完期
る家ち公をめね余減事の機人ににし予対措予あ設成し市
起予継共ー計る前地を務職構件即止か算す 置算 る 置 を、民
債算 続事っこ年を断費員の費すむしのるとの。を推上の
限と事業たと度残行に数簡にるを効範事し~ 勧進水保
度地業及。を当ししつを素つ様得率四業て率 奨し道健
の方・.にび .目初てたい基化い備なの内助はを し、事衛
財つ単 途予い結て礎にて置い高と成、期 て叉業生
関政い独 にー算な果はとよはをもいしは各し い簡のの
係計て事 極のい、さしる前しのたた概種て る易年向
も画ーは業 力額の節きた減年たはめ。ね団採 こ水度上
あに、の 圧にで減に。員度。実の 前体っ と道内を

り
、
昭
和
三
十
年
度
の
認
証
額

を
基
礎
と
し
て
可
能
と
す
る
見

込
額
を
計
上
し
た
。

以
上
の
方
針
の
も
と
に
昭
和

三
十
一
年
度
歳
出
予
算
を
見
積

っ
た
が
、
現
在
の
地
方
税
財
政

制
度
は
極
め
て
弾
力
性
を
欠
き

財
源
が
枯
謁
し
、
到
底
財
政
需

要
を
充
す
こ
と
が
出
来
な
い
の

で
あ
り
、
一
般
行
政
費
及
び
義

務
費
を
充
足
す
る
程
度
が
限
度

で
あ
る
。
新
年
度
に
お
い
て
、

地
方
税
制
の
改
正
が
行
わ
れ
よ

う
と
は
し
て
い
る
が
、
地
方
に

対
す
る
財
源
附
与
は
少
い
見
込

み
で
、
依
然
と
し
て
国
県
の
支

出
金
、
地
方
交
付
税
及
び
起
債

等
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
現

況
で
、
こ
れ
ら
の
制
約
の
も
と

牧
支
の
均
衡
を
図
っ
て
予
算
の

編
成
を
し
た
。

と
説
明
し
た
。

款
別
の
才
入
才
出
予
算
並
び
に

率
は
別
表
の
通
り

四
月
十
五
日
執
行
の
魚
津
市

長
選
挙
に
際
し
て
、
補
充
選
挙

会
社
側
の
御
誠
意
と
今
回
の
決
一
人
名
簿
が
次
の
よ
う
に
調
製
さ

定
に
つ
い
て
万
腔
の
敬
意
を
表
一
れ
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る
方
は
、

し
ま
す
と
共
に
、
地
元
地
区
の
一
登
録
の
申
請
を
行
っ
て
、
選
挙

方
々
の
深
い
御
理
解
と
工
場
誘
一
人
名
簿
の
脱
漏
に
よ
り
、
選
挙

致
協
力
会
を
中
心
と
し
て
、
各
一
一
当
日
投
票
が
で
き
な
い
と
い
う

種
団
体
の
活
発
な
る
御
協
力
一
一v

と
の
な
い
よ
う
御
注
意
下
さ

と
、
市
民
各
位
の
御
声
援
と
を
一
;

/

得
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
厚
一

L
t

く
感
謝
申
上
げ
ま
す
。
一
-
、
補
充
選
挙
人
名
簿
巳
登
録

三
十
万
坪
予
定
の
と
こ
ろ
が

一
・

さ
れ
る
者

そ
の
半
分
と
な
っ
た
わ
け
で
は
一
昨
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調

あ
り
ま
す
が
、
本
市
現
在
の
財
一
製
し
た
「
基
本
選
挙
人
名
簿
」

政
能
力
か
ら
考
え
る
時
、
拘
え
一

lト
l
i
l
i
l
i
-
-l

l
i
--

っ
て
市
民
の
負
担
力
や
地
主
側
一
並
び
に
次
男
三
男
の
就
業
対
策
一

の

要

望

等

を

考

え

れ

ば

無

理

の

一

に

、

い

さ

込

か

も

そ

ご

を

来

た

一

地

元

農

か
L
ら
ぬ
結
果
と
な
っ
た
わ
け

一す
事
が
な
い
と
固
く
信
じ
て
お
一
工
場
誘
致
の
「
話
」
が
決
つ

で
あ
り
、
然
も
不
足
分
は
対
岸

一
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で

の
地
に
之
を
求
め
ら
れ
る
の
で

一

今
後
共
一
段
の
御
認
識
と
御
一
あ
る
。

あ
り
、
将
来
の
商
工
業
の
振
興

-協
力
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
一
こ
与
で
全
市
民
が
、
こ
の
間
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ks
費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

費

計

』

雇

設

晴

生

済

興

査

出

合

一ロ
L

I

l

l

会

防

木

育

剣

術

経

産

振

調

挙

債

備

支

出

及

健

業

方

計

会

議

市

消

土

教

社

保

産

財

地

統

選

公

諸

予

歳

市

金

光

邦

長

昨
年
夏
、
日
本
カ
ー
バ
イ
ド

株
式
会
社
か
ら
工
場
敷
地
の
斡

旋
方
を
依
頼
さ
れ
て
よ
り
約
半

ヶ
年
、
私
と
し
て
は
市
政
の
重

点
を
専
ら
工
場
誘
致
に
お
き
、

全
力
を
傾
注
し
て
こ
れ
に
没
頭

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
与
に
敷
地
十
五
万
坪
を
、

魚
津
市
と
す
る
と
の
決
定
に
対

し
心
か
ら
感
謝
致
し
て
お
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
間
に
於
て
示
め
さ
れ
た

魚
津
市
議
会
議
長

伊

東

直

二

昨
年
以
来
市
民
挙
げ
て
熱
望

し
、
努
力
し
来
っ
た
日
本
カ
ー

バ
イ
ド
工
場
の
拡
張
敷
地
は
、

会
社
側
に
お
い
て
も
慎
重
に
協

議
さ
れ
た
結
果
、
当
市
に
十
五

万
坪
を
か
く
得
す
る
こ
と
に
決

定
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、

淘
に
喜
び
に
堪
え
な
い
次
第
で

あ
る
。今
回
の
決
定
は
親
会
社
の
在

る
本
市
を
中
心
と
し
て
、
早
月

川
を
距
て
ふ
滑
川
地
区
と
併
せ

広
大
な
敷
地
の
決
定
を
見
る
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
会
社

側
の
構
想
と
し
て
伝
う
る
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
将
来
こ
の
早
月

川
を
中
心
と
し
て
、
両
沿
岸
地

域
を
一
大
工
場
地
帯
と
な
す
遠

大
な
着
想
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
や
が
て
此
の
周
辺
に
お

け
る
工
場
発
展
の
様
想
を
思
う

と
き
、
真
に
頼
し
い
も
の
が
あ

る。買
牧
も
順
調
に
進
渉
し
つ
L

あ
る
こ
と
は
、
淘
に
感
謝
に
堪

一い
え
な
い
次
第
で
あ
っ
て
、
将
来

一
に
お
け
る
工
場
建
設
の
一
日
も

一
早
か
ら
ん
こ
と
を
念
願
し
て
や

一
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

農

家

市
長
さ
ん
始
め
市
会
議
員
の

方
々
や
、
其
の
他
の
方
々
が
度

々
地
元
に
来
訪
さ
れ
、
種
々
協

議
さ
れ
懇
請
さ
れ
た
。

私
達
地
元
民
と
し
て
は
、
先

祖
伝
来
の
耕
地
で
も
あ
り
、
田

畑
を
耕
す
こ
と
だ
け
し
か
知
ら

ぬ
私
達
で
不
安
な
気
持
で
し

た
。
し
か
し
日
が
た
つ
に
つ
れ

市
百
年
の
大
計
を
樹
て
る
為
に

こ
れ
で
い
与
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
様
に
な
り
、
叉
こ
L

で
誘

致
さ
れ
な
い
な
ら
滑
川
市
の
方

魚
津
市
長
選
挙
の
執
行
に
つ
い
て

選

挙

は

四

十

「
補
充
選
挙
人
名
簿
」
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
る
市

長
の
選
挙
が
次
の
区
分
に
よ
り

執
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
昭
和
二
十
七
年

五
月
執
行
の
選
挙
に
比
し
、
制

度
、
情
勢
等
格
段
の
相
違
が
あ

り
ま
す
。
今
後
の
市
政
の
強

化
、
発
展
に
重
要
な
意
義
を
も

っ
身
近
か
な
選
挙
で
あ
り
ま

す。更
に
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

主

ま脅

A 

氏

へ
行
く
の
だ
と
い
う
声
も
報
導

さ
れ
、
私
達
も
心
が
動
き
仕
事

も
手
に
つ
か
な
い
状
態
で
し

た
。
で
も
十
五
万
坪
の
敷
地
で

決
り
、
工
場
誘
致
さ
れ
る
事
に

決
定
さ
れ
、
何
か
悲
し
い
様
な

一
方
嬉
し
い
様
な
感
じ
で
す
。

工
場
敷
地
が
決
定
さ
れ
た
か

ら
に
は
一
日
も
早
く
代
替
地
等

の
問
題
が
解
決
さ
れ
、
建
設
の

槌
音
が
響
く
の
を
待
つ
こ
と
も

私
達
の
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
。

日

に
よ
る
、
告
示
期
間
も
短
縮
に

な
り
、
不
在
者
投
票
事
務
に
も

迅
速
を
要
求
さ
れ
る
等
、
運
用

上
変
革
を
来
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
認
識
を
新
た
に
し
て
選
挙

権
の
行
使
に
留
意
さ
れ
、
公
正

な
執
行
の
半
面
明
る
い
選
挙
が

行
わ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

な
お
、
不
在
者
投
票
事
務
に
つ

い
て
は
、
告
示
期
日
よ
り
執
り

行
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て

に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
以
外

の
者
で
、
次
に
掲
げ
る
者

ω
昭
和
十
一
年
四
月
八
日

以
前
に
出
生
し
た
者

納
昭
和
三
十
一
年
一
月
八

日
以
前
か
ら
引
続
き
市
に

住
所
を
有
す
る
者

例
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
資
格
を
有
し
て

い
た
者
で
脱
漏
し
て
い
る

者

・

=
、
登
録
申
簡
の
方
法

申
請
期
間
内
に
「
選
挙
人
名

地

元

青

年

団

長

半
才
有
余
に
亘
る
誘
致
運
動

は
、
一
応
の
成
果
を
み
る
に
至

り
心
か
ら
慶
び
に
堪
え
な
い
。

種
々
の
事
情
か
ら
初
め
よ
り

規
模
が
縮
少
さ
れ
た
が
、
関
係

当
局
は
勿
論
、
地
元
世
話
役
の

こ
L
ま
で
に
至
っ
た
御
協
力
に

対
し
て
も
本
当
に
心
か
ら
敬
意

を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

青
年
固
と
し
て
の
運
動
は
、

客
観
的
な
立
場
か
ら
、
極
め
て

月

五

は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
御
照

会
下
さ
い
。

日

選
挙
期
日

四
月
十
五
日

告
示
期
日

四

月

五

日

立
候
補
、届
出
四期
月限

十

日

補
充
立
候
補
届
出
期
限

四
月
十
二
日

簿
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
-

こ
と
〈
申
請
書
は
選
挙
管
理
-

委
員
会
ま
た
は
各
出
張
所
で

交
付
し
ま
す
〉

四三
四四 、四四
月月議捕月月登
十ムの充七五録
二』申名目日申
日目立簿まか楕
まか期のでら期
でら間縦三間
三覧日
日及間
間ぴ
異

家
題
が
解
決
し
た
と
し
て
忘
れ
て

戴
い
て
は
大
変
で
、
こ
れ
か
ら

が
本
当
の
問
題
で
あ
る
の
で
、

今
ま
で
以
上
に
与
論
が
力
強
く

土
地
を
離
れ
る
農
家
を
理
解
し

育
て
る
事
を
忘
れ
て
は
「
話
」

が
現
実
の
工
場
と
し
て
具
現
し

な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

x

き
た
い
。

N 

氏

H 

氏

地
味
で
は
あ
っ
た
が
交
渉
を
拒

む
諸
問
題
を
実
際
に
身
近
か
に

感
じ
反
省
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
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(2) 報

本
年
度
公
営
住
宅
入
居
申
込

者
の
募
集
を
、
左
記
に
よ
勺
行

い
ま
す
か
ら
、
入
居
希
望
者
は

四
月
十
五
日
ま
で
、
市
役
所
厚

生
課
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

記

一
、
第
一
一
種
木
造

れ
建
設
場
所

'市
内
平
伝
寺

Z
建
設
戸
数
十
戸
ハ
一
戸

建〉

&

規

格

木

造

瓦

葺

平

屋
建
一
戸
十
一
坪

ι家
賃

月

額

一

、

七

0
0円

払
入
居
資
格

ィ
、
市
内
に
住
所
叉
は
勤

務
場
所
を
有
す
る
者

ロ
、
同
居
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
あ
る

者
ハ
、
毎
月
の
牧
入
か
ら
扶

養
親
族
一
人
に
付
一
、

0
0
0円
を
控
除
し
た

額
が
一

O
、

0
0
0円

以
上
三
二
、

0
0
0円

を
超
え
な
い
所
得
者

ミ
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

ホ
、
市
内
に
保
証
人
と
な

る
者
が
二
名
以
上
あ
る

者

二
、
第
一
種
簡
易
耐
火
構
造

ー
建
設
場
所
市
内
上
村
木

Z
建
設
戸
数
八
戸
〈
四
戸

建
二
棟
〉

&

規

格

簡

易

耐

火

構

造
二
階
建
一
戸
十
二
坪

広市津魚昭和31年 4月1日発行

ι家
し

賞
、，
月
額
一
一
、
ニ

0
0円

払
入
居
資
格

前
項
木
造
に
同
じ
な
る
も

牧
入
に
於
て
は
毎
月
の
牧

入
か
ら
扶
養
親
族
一
人
に

付
一
、

0
0
0円
控
除
し

た
額
が
一
四
、

0
0
0円

以
上
三
二
、

0
0
0円
を

超
え
な
い
所
得
者

三
、
第
二
種
木
造

七
建
設
場
所
市
内
青
島

Z
建
設
戸
数
十
八
戸
〈
一

戸
建
十
四
棟
、
二
戸
建
二

棟〉

み

規

格

木

造

瓦

葺

平

屋
建
一
戸
九
坪

'

ι家
賃

月

額

九

O
O

円
払
入
居
資
格

前
二
項
に
同
じ
な
る
も
牧

入
に
於
て
は
扶
養
親
族
一

人
に
付
一
、

0
0
0円
を

控
除
ん
た
額
が
二
ハ
、

0

0
0円
以
下
で
あ
っ
て
家

賃
の
支
払
能
力
の
あ
る
者

四
、
申
込
受
付
期
間

自
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

至
昭
和
三
十
一
年
四
月
十
五
日

五
、
入
居
時
期
未
定

六
、
申
込
は
一
世
帯
一
種
一
戸

の
み
と
し
、
申
込
書
に
は
給

与
証
明
書
又
は
こ
れ
に
代
る

も
の
を
添
付
す
る
こ
と
。
.

備
申
込
書
は
市
役
所
厚
生
課

に
あ
り
ま
す
か
ら
詳
細
を
お

問
合
せ
の
上
お
申
込
み
下
さ

装

水
族
:1舘」

zd'e卸轄
す

ζar--n"wv

，襲、
J
1
u
-
m

1
1
錨
輔

Ld
I
M
-
-
-
r

d
踏
閤
鹿
可

J

4司

t
'
'
L
J
7
h子

、
‘4
1

，s'a

t

・三
月
・

τ五
a富
山
測
候
所
発

表
の
暖
候
季
節
予
報
は
、
大
要

次
の
通
り
で
す
。

今
年
の
天
候
は
、
昨
年
の
様
な

順
調
な
天
候
は
予
想
さ
れ
ま
せ

ん。四
月
は
概
し
て
良
い
悪
の
変
化

が
大
で
、
上
中
旬
は
や
や
温
い

が
時
々
霜
害
が
あ
り
、
下
旬
は

寒
く
な
り
、
稲
作
は
大
方
、
四

月
上
旬
播
種
の
保
温
苗
代
に
よ

る
方
法
が
安
全
多
牧
に
な
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

五
月
は
、
上
中
旬
は
や
や
良
い

が
時
々
晩
霜
害
音
が
あ
り
、
下

・旬
は
低
温
で
雨
が
多
く
、
ツ
ユ

が
早
ま
っ
た
型
で
麦
、
馬
鈴
薯

等
は
、
湿
潤
害
疫
病
の
被
害
あ

る
見
込
み
。

六
月
は
、
例
年
並
で
梅
雨
は
中

休
み
型
見
込
み
、
雨
量
は
平
年

を
上
ま
わ
る
所
あ
り
。

七
月
は
、
例
年
並
み
。

八
月
は
、
多
少
不
順
の
お
そ
れ

つ
け
す
る
こ
と
に
し
て
、
一

O
O円
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

二
、
新
た
に
、
第
五
号
と
し
て

修
繕
手
数
料
が
制
定
さ
れ
、

給
水
栓
の
バ
ツ
キ

γ
の
取
り

替
え
の
よ
う
な
、
簡
単
な
修

繕
は
、
ニ

O
問
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
給

水
栓
の
修
繕
等
は
、
実
費
を

い
た
H
A

く
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

(第89号)

昭
和
三
十
一
年
度
中
小
学
校
入
学
式

小
学
校
三
日
午
前
九
時

東
部
中
学
校五
日
午
前
九
時

西
部
中
学
校六
日
午
前
八
時
半

な
..-:> 

い
主
/
¥
観
光
ジ
l
ズ

γ
を

迎
え
た
魚
津
~水
族
館
で
は
、

県
内
外
よ
り
観
光
客
が
多
数
お

し
ょ
せ
る
こ
と
を
予
想
し
て
、

此
の
程
、
オ
ッ
ト
セ
イ
の
遊
円

池
を
新
設
す
る
と
共
に
、
前
庭

大
円
池
を
は
じ
め
館
内
外
の
新

装
を
ほ
ど
こ
し
、
館
内
の
水
槽

に
は
珍
魚
を
集
め
来
館
者
に
心

ゆ
く
ま
で
観
賞
し
て
頂
く
よ
う

整
備
い
た
し
ま
し
た
。

叉
宣
伝
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス

タ
l
、
バ

γ
フ
レ
ツ
ト
の
配

布
、
立
看
板
、
野
立
看
板
の
新

設
等
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
と
り
、

本
年
こ
そ
多
数
の
団
体
客
を
勧

誘
す
る
よ
う
関
係
者
一
同
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
四
月
下
旬
か
ら
蛍
い

か
遊
覧
船
を
運
航
い
た
し
ま
す

の
で
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
五
月

一
日
か
ら
夜
間
開
館
を
い
た
し

ま
す
。

長
い
冬
も
す
み
、
今
年
も
叉

恐
ろ
し
い
伝
染
病
の
流
行
期
が

近
づ
い
て
来
ま
し
た
の
で
、
予

防
接
種
を
、
左
記
に
よ
り
実
施

致
し
ま
す
か
ら
、
洩
れ
な
く
受

け
ら
れ
る
様
御
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

.

一
、
接
種
を
受
け
る
者

満
三
才
か
ら
満
六

O
才
ま
で

の
方
、
特
に
三
才

1
四
才
の

方
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

一

、

料

金

無

料

て
そ
の
他

ω
時
聞
は
各
校
下
共
午
后

一
時
よ
り
午
后
四
時
ま
で

記

腸
バ
ラ
チ
プ
ス
予
防
接
種
実
施
日
程

M
W

各
校
下
で
実
施
場
所
が

遠
い
方
は
近
く
の
場
所
で

受
け
て
下
さ
い

〈
当
日
係
員
に
申
出
る
こ

と〉

的
個
人
宛
に
連
絡
致
し
ま

せ
ん
か
ら
御
了
承
下
さ
い

西布施天経道加片本方上野白松上中島 住村大 校

神田下積貝江 倉倉 吉木E43C 下
u u u u u u n u u u u u u r 

別

富西天経道加片本方上野白松上中島住村大 実

神田下積貝江 倉倉 吉木町 施

/1 11 11 グ g p g g g g ， g g r学校j 、 場
所

ugg月五月 /1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 /1 gg月 n 玉月 第

十三十七九十八十二十三十八十十六十六十十九 八八
一
接

日日日日日日日日日日日日日日 回

H 月E五月 /1 /1 /1 11 /1 /1 /1 /1 月gg/l玉月 第

二千四十六干五十九ニ干五十八十三干三十七干五十五士且
二種

十日日日日日十日日日日日日日日日 回

四月ググ五月 p 四月五月グググ四月 /1 /1五月
第 目
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十六一十三二十六十七二十三三三十五二十二十二

日日日日日日日日十日十日日日日日 回

今
年
の
長
期

季

節

予

報

も
め
げ
ず
酷
暑
に
も
お
く
せ
ず

早
朝
よ
り
新
聞
配
達
に
従
事
し

叉
学
業
の
余
暇
を
利
用
し
て
、

家
事
や
母
の
内
職
を
手
伝
い
老

齢
の
祖
父
母
と
幼
き
弟
を
い
た

わ
り
以
て
困
窮
せ
る
家
計
を
助

け
明
る
き
一
家
の
支
柱
と
な
り

来
れ
り
、
叉
勉
学
に
お
い
て
も

常
に
努
力
研
さ
ん
を
怠
ら
ず
、

あ
り
。

九
月
は
、
例
年
並
か
多
少
よ
い

方。十
月
は
、
例
年
よ
り
幾
分
悪
く

な
る
一
時
可
成
り
の
低
温
が
あ

ら
わ
れ
そ
う
。

優
秀
な
る
成
績
を
挙
げ
、
且
小

学
校
六
ヶ
年
間
皆
出
席
の
精
勤

は
、
ま
こ
と
に
以
て
他
の
生
徒

の
模
範
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

こ
与
に
そ
の
心
情
と
行
為
を
賞

さ
ん
し
表
彰
し
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

魚
津
市
立
村
木
小
学
校
長

猿

倉

賢

次

郎

てれあ
、たな . -
爾るた 村嘉手
来もは 木 V 司

母 性幼魚小彰
と来く 学雫5
協明し樫校
力朗て， .-六.!J-J;a
し快冬律年川、
極活tr..
寒に去子
にしら

全三
三月
十月十
七定二
日例日三
市〈月
土議月十
〉会〉ー

開日
会か
ら

全互
会道手
十開下古
九催財百
日産ま
区て
月議
〉会

議
員
協
議

な費思のな経て定のに販府しらま五ま割羊割肉ま費るにま得年磐願作も栽即対融やーすで英る雲わ問
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率、ま憶よ的経面動しに安い・こがか 0言割分八との合家 0御来今まてで出六と管豪自有三生害や、近

柔富士民間224葉区52思幻践が耕三宮野忠守ほ?り皇議室掠日民
主差8訪れあえ寝室哲ぷ府豊fZ鶏司告訴妥野諒言打、緊き水民同をお宮開示
い経よい事勘定る価はしもの飼あ分にり七緬六一、み営すでい、、 の。作日稲る あと被三大雪と大
る営うるも定との格常な保よ料り 一 誠昭 でサ物位の自去るつ害割で腐し雪

絞れぷド結託片手/::謡玄将殿納言、日 21路間性埼玉互主ZE
、きド去て、と安場の、政存か ø;g~;.溢;1E康弘を十 示も川、川英唯で類雲よ紫舞
肥早三第すにす臓にが益あす果の駁I~~しリ、眼目J与第でも第要肥く残先答しす γ 今待自販生
家効月四。は。す、先がれ。をも 、:~0i~;~~正式，.~~.~~~t~吟涼訴日夕Y 三す一二でをチつずえてるゲ年つ給路産
畜性下に 是乳るイ決大ば馬上、 、玩認::~~~; 三，t~}~令~f~~;~~1宅三子炉Y に 0日にす施ツて第致のたやのベ飼のコ
尿の旬は非牛三モでで、鈴げ飼 はもは 0 しソいーし飼め、こき斜開ス

Z1長 i dと;えよ努3協25持;μZ襲警勇喜マ君 主35尺刊す222れ
施ソ易寵 必牛も飼サに買価い値入代ける以す進で事し出な著 や追 育サ γ いよ物水の腐が積雪切
し肥整議 要、良料イかつ縄手と飼金れ事上 0が、がて来多で る肥 て γ ゲくうに稲減れ多極後下
、料地麦 で豚いとロくたかで 料でばでの反肝初増早て牧、 事で る肥にら 0つの牧にい的おげ
反やをで あ、方しや作方安あ経をそ版、牧当心期牧くお性 ー が、 事料はか い前をよの増問、
当、行す り鶏法て椅るが価り済買っ売価穫六で生の植りの最 大こ がの、で て作補るで産題市
り厩い。 ま等で貯等事利でま効うくし格をOあ育第付、品近 切れ 必追早も 御と充レ、にも場

主
γν
幼

拾
得
の
日
時

拾

得

の

場

所

下
村
木

寺
島
煙
草
庖
前
路
上

黒
部
市
三
日
市
駅
ハ
国

鉄
〉
ホ
l
ム

電
鉄
魚
津
駅
公
衆
電
話

ボ
ッ
ク
ス
内

下
村
木

松
井
医
院
前
路
上

魚
津
駅
待
合
室

新
金
屋
町
道
路
上

財

布
室
焼
酎

一
升
入
り
壱
本

蛇
の
目
傘
壱
本

風
呂
敷
包
壱
ケ
ヨ

肘
以
内
り
砂
糖
閣
M

月
十
四
日

n 

十
九
日

水
道
給
水
条
例
の

一
部
改
正
の
お
知
ら
ぜ

魚
津
市
水
道
給
水
条
例
(
昭

和
二
十
八
年
魚
津
市
条
例
第
十

一
号
〉
の
一
部
が
、
次
の
よ
う

に
改
め
ら
れ
、
四
月
一
日
よ
り

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
第
五
十
条
第
四
号
の
開
閉

手
数
料
は
、
従
来
量
水
器
ハ
メ

ー
タ
〉
を
取
り
は
ず
さ
な
い

で
、
二

O
問
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
量

水
器
を
取
り
は
ず
し
、
取
り

グ
二
十
一
日

二
十
日

十
八
日

H
H

二
十
三
日

n n 
一
斗
五
升
位
の
散
播
と
し
、

六
O
日
余
り
で
草
丈
二
尺
五
寸

前
後
と
な
り
、
六

O
O貫
の
生

草
量
を
刈
取
る
事
が
出
来
ま

す
。
全
家
畜
に
与
え
て
下
さ
い
。

叉
レ

γ
ゲ
等
と
サ
イ
ロ
に
混
合

し
て
詰
め
て
下
さ
い
。

第
五
に
、
青
刈
ト
l
モ
ロ
コ
シ

と
青
刈
大
豆
叉
・は
、
極
早
生
大

豆
を
北
側
に
、
ト
l
モ
ロ
コ
シ

南
側
に
、
大
豆
を
四
月
二
十
日

噴
に
播
き
ま
す
と
、
六
月
中
下

旬
に
八

O
O貫
位
の
生
草
が
刈

取
り
出
来
ま
す
。
酪
農
家
は
是

非
や
っ
て
戴
き
度
い
と
思
い
ま

す。こ
の
よ
う
に
、
水
稲
の
前
作
と

し
て
の
飼
料
作
物
を
簡
単
に
申

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
軟

い
多
汁
質
の
粗
飼
料
は
、
家
畜

の
体
重
の
一
割
程
度
は
絶
対
に

必
要
で
、
家
畜
の
健
康
増
進
と

畜
産
物
生
産
の
向
上
、
購
入
飼

料
の
節
減
、
飼
料
費
の
低
下
に

役
立
つ
事
が
大
き
い
も
の
と
思

い
ま
す
。

向
種
子
や
、
栽
培
上
の
技
術
的

な
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
農
林

課
又
は
普
及
事
務
所
ヘ
御
問
合

せ
下
さ
い
。

定
例
市
議
会
再
会

全
二
十
日
〈
火
〉

市
議
会
文
教
委
員
会
及
び
厚

生
委
員
会
開
催

全
二
十
一
日
〈
水
〉

春
分
の
日

全
二
十
二
日
〈
木
)

市
議
会
農
林
委
員
会
及
び
商

工
水
産
蚕
員
会
開
催

全
二
十
三
日
〈
金
〉

市
議
会
建
設
委
員
会
及
び
水

道
委
員
会
開
催

全
二
十
四
日
ハ
土
)

市
議
会
総
務
委
員
会
及
び
全

体
委
員
会
開
催

全
二
十
五
日
ハ
日
〉

道
下
財
産
区
議
会
開
催

・

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

魚

拾

得

五
百
円
札
壱
枚

財

布

昭
和
三
十
一
年
度

市
漣
脅
役
員
決
定

長

副
団
長

執

行

部

員

森
孝
良
ハ
松
倉
〉

萩
原
弘
成
ハ
下
中
島
》

広
田
秀
夫
ハ
上
野
方
V

団監局事

事長務

広
田
友
ニ
ハ
加
積
〉

森
内
好
子
〈
加
積
〉

黒
瀬
宗
義
ハ
片
貝
)

青
山
金
弘
ハ
村
木
)

林
照
夫
(
下
野
方
〉

田
辺
久
夫
(
道
下
〉

関
口
一
豊
示
〈
天
神
〉

棒

警

察

署

ロ
ロロ

拾

得

品

の

特

徴

裸

銭

黒
色
折
た
A
み
財
布
V

中
島

豊
助
名
儀
の
領
牧
書
入
り
M

赤
色
皮
折
た
ふ
み
財
布

貞
子
と
記
名
入
り

カ
ラ
ク
サ
模
様
緑
色

事裁 貨勝4f129日


